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	 イオンサイクロトロン放射(Ion Cyclotron Emission : ICE)は、低磁場側最外殻磁気面近傍において高速イ
オンの速度分布の歪みを駆動力として自発的に励起する波動である。プラズマから離れた位置で高周波磁気プ

ローブを用いて計測されることから、ICEは核燃焼プラズマ中の受動的な高速イオン診断法として確立される
ことが期待されている。JT-60Uの重水素プラズマ実験では、イオンサイクロトロン周波数帯(ICRF)アンテナ
を高周波磁気プローブとして利用することで ICEを計測し、これまでに DD核融合生成高速イオン(3He, T, p)
に起因する ICE(3He)、ICE(T)、ICE(P)と、NB加熱時の高速Dイオンに起因する ICE(D)を同定している[1,2]。
しかし、観測された ICEsの励起条件は十分に説明できていない。そこで励起条件の解明を目的に、粒子の案
内中心軌道を追跡できる OFMCコード[3]を用いて ICE励起時の高速イオンの速度分布を解析した。 
	 図１に JT-60U において ICEs(D)と ICEs(3He)が観測された典型的なプラズマの時間発展を示す。
tang-PNBの入射により中性子放出率が増加することで ICEs(3He)が観測され始め、その後 perp-PNBの入射
中に ICEs(D)が現れる。プラズマが定常となる時刻約 10 secにおいて、OFMCコードを用いて DD核融合生
成高速 3He イオンの軌道を計算し、低磁場側最外殻磁気面近傍での速度分布を評価した。図 2 に高速 3He イ
オンの(a)速度分布と(b)約 60 度のピッチ角におけるエネルギー分布の計算結果を示す。高速 3He イオンの速
度分布はピッチ角幅が狭く、エネルギー方向の勾配が正となる bump-on tail 構造を有することが分かった。
本講演では得られた速度分布の詳細な特徴や ICEの励起との関係について報告する。 
 

 
図１. ICEs(D)と ICEs(3He)が観測された典型的なプ
ラズマ (#46873)中の (a)正イオン源垂直 /接線方向
NB(perp-PNB / tang-PNB)の入射電力、(b)中性子放
出率と(c)ICRFアンテナで計測した揺動の時間発展。 

 
図 2. 時刻約 10 sec における低磁場側最外殻磁気面
近傍での高速 3He イオンの(a)速度分布と(b) ピッチ
角約 60度上のエネルギー分布の計算結果。 
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